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板
橋
支
部
「
新
春
の
つ
ど

い
」
を
1
月
10
日
、
板
橋
区

立
文
化
会
館
大
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。
来
賓
・
組
合

員
あ
わ
せ
て
1
5
5
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
来
賓
の
う
ち

国
会
議
員
・
都
議
・
区
議
合

わ
せ
て
26
人
の
方
が
参
加
。

荒
馬
座
の
勇
壮
な
太
鼓
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
主
催
者
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
野
崎
委
員

長
は
「
社
会
福
祉
充
実
・
公

契
約
条
例
・
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
な
ど
の
課
題
、
平
和
憲
法

を
守
る
、
消
費
税
減
税
へ
の

取
り
組
み
、
ま
た
住
宅
デ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
組
合
行
事

や
分
会
活
動
の
活
性
化
、
組

織
拡
大
と
強
化
な
ど
、
組
合

員
・
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
協

力
を
仰
ぐ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
多
く
の
団
体
の

皆
様
と
の
協
同
で
の
活
動
も

す
す
め
て
い
き
た
い
」
と
新

年
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

区
議
会
正
副
議

長
が
あ
い
さ
つ

来
賓
と
し
て
板
橋
区
議
会

の
正
副
議
長
が
参
加
、
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
東
京
土
建
本
部
、

城
北
ブ
ロ
ッ
ク
、
国
会
・
都

議
会
・
区
議
会
議
員
の
方
か

ら
新
年
の
あ
い
さ
つ
。
自
民

党
・
公
明
党
・
立
憲
民
主
党

・
共
産
党
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

の
会
・
民
主
ク
ラ
ブ
・
市
民
ク

ラ
ブ
各
政
党
・
会
派
か
ら「
東

京
土
建
の
運
動
を
進
め
て
い

く
た
め
に
協
力
を
す
る
と
と

も
に
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
」
な
ど
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
年
恒
例
の
役
員
に
よ
る

鏡
開
き
を
行
い
、
須
賀
副
委

員
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
ま
し

た
。
来
賓
の
み
な
さ
ん
と
分

会
の
仲
間
と
の
交
流
が
行
わ

れ
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
荒
馬
座
の

獅
子
舞
が
会
場
内
を
ま
わ

り
、
「
獅
子
が
噛
み
つ
く
と

神
が
付
く
」
と
い
う
縁
起
担

ぎ
で
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

各
分
会
の
代
表
が
壇
上
に

勢
ぞ
ろ
い
し
、
今
年
の
抱
負

と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

人
見
副
委
員
長
の
音
頭
に

よ
る
三
本
締
め
で
閉
会
、
新

春
に
ふ
さ
わ
し
い
つ
ど
い
と

な
り
ま
し
た
。

分会の代表が勢ぞろい、抱負と決意を語りました

衆
議
院
議
員

阿
久
津
幸
彦
（
立
憲
民
主
党
）

都
議
会
議
員

平
け
い
し
ょ
う（
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
）

徳
留

道
信
（
日
本
共
産
党
）

宮
瀬

英
治
（
立
憲
民
主
党
・
民
主

ク
ラ
ブ
）

区
議
会議

長

元
山

芳
行
（
自
民
党
）

副
議
長

太
田
ひ
ろ
し
（
公
明
党
）

区
議
会
議
員

自
由
民
主
党

中
村
と
ら
あ
き

間
中
り
ん
ぺ
い

し
の
だ
つ
よ
し

小
野
田
み
か

内
田
け
ん
い
ち
ろ
う

公
明
党

か
い
べ
と
も
子

田
中
い
さ
お

日
本
共
産
党

か
な
ざ
き
文
子

小
林
お
と
み

竹
内

愛

い
わ
い
桐
子

荒
川

な
お

吉
田

豊
明

山
内

え
り

山
田
ひ
で
き

石
川
す
み
え

民
主
ク
ラ
ブ

中
妻
じ
ょ
う
た

お
ば
た
健
太
郎

渡
辺
よ
し
て
る

市
民
ク
ラ
ブ

五
十
嵐
や
す
子

新春のつどい恒例の荒馬座の獅子舞

東京土建一般労働組合規約第20条にもとづき、
東京土建一般労働組合板橋支部の第64回定期大会
を次の通り告示します。

2020年2月5日
東京土建一般労働組合板橋支部執行委員長

野崎邦治

1．日時：2020年4月12日（日） 午前9時30分
より

2．場所：板橋区立文化会館大会議室 （本会議
・分科会：板橋区大山東町51―1）
板橋区立グリーンホール （分科会：板橋区栄
町36―1）

3．代議員定数：2020年1月1日現在の組合員数
で、分会を単位に30人に1人とする。端数は14
捨15入とする。

4．代議員の報告：3月5日（木）午後7時30分
までに大会事務局へ報告してください。

5．特別代議員について
各分会から全部の分科会への参加を保障する

人数の特別代議員を選出します。また青年部か
ら7名、イキイキ会から8名、女性の会から7
名、書記局から6名の特別代議員を選出しま
す。

6．分会選出の特別代議員で、代議員と支部執行
委員の参加人数が分科会数に達しない場合は、
その不足人数分の特別代議員の行動費は支部で
負担します。その他の分会の特別代議員は分会
負担とします。

東京土建一般労働組合役員選挙規定・板橋支部細則にもとづき、東京土
建一般労働組合板橋支部の第64回定期大会役員選挙について、次の通り
告示します。

2020年2月5日
大会選挙管理委員会

1．2020年度 板橋支部役員定数
○執行委員長：1人
○副執行委員長：5人
○書記長：1人
○書記次長：4人（内訳：非常駐1人、常駐3人）
○常任執行委員：11人
○執行委員：32人（※分会長と分会書記長、無投票）
○会計監査：3人

2．役員の立候補の届出
3月30日（月）の午後5時までに、所定の役員立候補届を大会選挙管理

委員会へ届け出すこととします。

ご参加いただいた国会議員・都議
会議員・区議会議員の皆さん（敬称略）
ご参加いただいた国会議員・都議
会議員・区議会議員の皆さん（敬称略）

新春のつどい新春のつどい

第64回定期大会役員選挙告示第64回定期大会役員選挙告示
東京土建一般労働組合板橋支部東京土建一般労働組合板橋支部

板橋支部板橋支部協
同
で
の
活
動
で
要
求
実
現
を

第64回定期大会告示
東京土建一般労働組合板橋支部

来
賓
・
組
合
員
1
5
5
人
が
参
加

東京都豊島区西池袋5－22－15
※板橋〈3963〉5 3 2 5

電話 練馬〈3825〉5 5 2 2
北〈5390〉6 0 2 1
豊島〈3986〉2 4 7 1

発行人 代表者 佐藤 広平
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）
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1
月
22
日
、
板
橋
区
立
文

化
会
館
大
会
議
室
で
ア
ス
ベ

ス
ト
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
議
員
・
区
役
所
職
員
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

な
ど
組
合
員

以
外
に
も
広

く
参
加
を
呼

び
か
け
、
組

合
以
外
か
ら

の
22
人
含

め
、
1
1
3

人
が
参
加
し

ま
し
た
。

会
場
の
ロ

ビ
ー
で
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
資

料
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
の
趣
旨
説
明
を
山

本
書
記
長
が
行
い
「
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
の
実
態
や
対
策
な

ど
を
一
緒
に
勉
強
」
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
述
べ
ま
し

た
。中

皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス

ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
永
倉
冬

史
さ
ん
が
「
ア
ス
ベ
ス
ト
の

健
康
被
害
に
つ
い
て
―
子
ど

も
達
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な

い
た
め
に
―
」
と
題
し
て
講

演
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の

実
態
や
対
策
の
問
題
点
、
板

橋
区
内
の
高
校
・
小
学
校
で

の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
な

ど
に
つ
い
て

語
り
ま
し

た
。
現
状
の

ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
で
は
不

十
分
だ
と
し

て
工
事
前
、

工
事
後
の
検
査
の
重
要
性
を

指
摘
し
ま
し
た
。

続
い
て
板
橋
区
環
境
政
策

課
か
ら
「
行
政
で
の
指
導
と

支
援
策
」
、
区
立
金
沢
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
「
学
校

の
工
事
で
の
対
策
を
求
め
た

経
験
」が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
原
告
団
の

高
山
さ
ん
が
「
被
害
者
の
闘

病
の
経
験
」の
報
告
を
行
い
、

ア
ス
ベ
ス
ト
集
団
訴
訟
の
支

援
を
訴
え
ま
し
た
。

他
人
ご
と
で
は
な
い

参
加
者
か
ら
は
「
映
像
を

観
な
が
ら
の
講
演
で
大
変
よ

く
理
解
で
き
た
」
。

「
驚
き
の
報
告
だ
っ
た
。
今

後
、
板
橋
区
の
学
校
施
設
の

解
体
や
改
修
工
事
の
こ
と
を

考
え
る
と
気
が
重
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
当
時
の
生
徒

の
今
後
の
健
康
の
こ
と
を
考

え
る
と
気
が
重
い
」
。

「
他
人
ご
と
で
は
な
い
。

今
後
、
増
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
自
分
も
い
つ
発
病
す
る

か
不
安
」
。

「
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材

の
解
体
に
携
わ
る
作
業
員
や

一
般
市
民
の
危
険
回
避
に
向

け
、
さ
ら
に
広
く
知
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
」
な

ど
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

を
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
に
築

い
て
い
く
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

1
月
12
日
、
土
建
板
橋
災

害
救
助
隊
と
後
継
者
対
策
部

の
合
同
企
画
と
し
て
防
災
体

験
学
習
施
設
・
そ
な
エ
リ
ア

見
学
を
行
い
、
バ
ス
2
台
で

69
人
が
参
加
。
子
ど
も
連
れ

の
仲
間
も
参
加
し
、
親
子
で

体
験
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
案
内
担
当
者
か

ら
説
明
を
受
け
て
防
災
体
験

ゾ
ー
ン
へ
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗
り
込
む
と
震
度
7
の
地

震
が
発
生
、
緊
急
停
止
し
ま

す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降

り
、
薄
暗
い
通
路
を
ぬ
け
る

と
、
被
災
し
た
商
店
街
が
再

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
移

動
す
る
と
被
災
し
た
住
宅
が

現
れ
ま
す
。
実
物
展
示
で
避

難
場
所
を
体
験
し
、
緊
急
時

を
ど
う
生
き
抜
く
の
か
ヒ
ン

ト
を
学
び
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ

た
時
の
対
応
や
防
災
グ
ッ
ズ

の
展
示
や
工
作
、
模
型
な
ど

を
見
て
触
れ
て
、
実
践
的
な

「
そ
な
え
」を
体
感
し
ま
す
。

防
災
施
設
の
中
に
は
緊
急

災
害
現
地
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル

ー
ム
が
あ
り
、
2
階
に
あ
る

見
学
窓
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

昼
食
後
、築
地
に
移
動
し
、

場
外
市
場
で
買
い
物
も
楽
し

み
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

参参
加加
者者
のの
感感
想想

「
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
地
震
は
こ
わ
い
で
す

ね
。
対
策
を
し
っ
か
り
し
よ

う
と
思
い
ま
す
」
（
徳
丸
分

会
）「

実
際
、
本
当
の
出
来
事

か
も
し
れ
な
い
現
場
を
見
た

の
と
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
良
い
か
も
考
え
さ
れ
ら

れ
て
、
い
い
体
験
が
で
き
ま

し
た
」
（
坂
下
分
会
）

「
て
い
ね
い
な
説
明
で
わ

か
り
や
す
く
防
災
意
識
も
高

ま
り
ま
し
た
。
良
い
研
修
の

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
感
謝
で
す
」
（
前
野
中
台

分
会
）

「
レ
ジ
袋
や
ラ
ッ
プ
の
包

帯
等
、
役
に
立
ち
そ
う
な
使

い
方
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
物
が
な
く
な
る
こ
と
は

東
日
本
大
震
災
で
経
験
し
て

い
た
の
で
代
替
品
の
情
報
は

参
考
に
な
り
ま
す
」
（
舟
渡

高
島
分
会
）

「
き
ち
ょ
う
な
体
験
が
で

き
て
良
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
し
な
い
と
危
な
い

と
い
う
こ
と
が
学
習
で
き

た
」
（
上
赤
成
増
分
会
）

そそ
なな
エエ
リリ
アア
案案
内内

防
災
体
験
学
習
施
設
の
利

用
時
間

9
：
30
〜
17
：
00

入
場
無
料

・
東
京
臨
海
高
速
鉄
道
り
ん

か
い
線
「
国
際
展
示
場
」

駅
よ
り
徒
歩
4
分

・
ゆ
り
か
も
め
東
京
臨
海
新

交
通
臨
海
線
「
有
明
」
駅

よ
り
徒
歩
2
分

今
、
世
界
中
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺

炎
の
広
が
り
が
深
刻
に
な

っ
て
い
る
中
で
す
が
、
2

月
1
日
、
女
性
の
会
新
年

会
が
72
人
の
参
加
で
支
部

会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

板
橋
支
部
人
見
副
委
員

長
と
本
部
役
員
さ
ん
も
出

席
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
獅
子
舞
で
賑
や
か
に
始

ま
り
ま
し
た
。
獅
子
舞
を

演
じ
ら
れ
た
前
野
中
台
分

会
の
会
員
さ
ん
、
本
当
に

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
も
ゲ
ー
ム
や
ク

イ
ズ
、
舞
踊
、
歌
な
ど
女

性
な
ら
で
は
の
盛
り
だ
く

さ
ん
の
余
興
が
あ
り
、
時

間
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。

私
は
久
し
ぶ
り
の
出
席

で
し
た
が
、
若
い
四
役
さ

ん
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
演

出
に
感
動
し
た
り
、
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
に
一
喜
一
憂

し
た
り
と
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
若
い
会

員
さ
ん
の
出
席
が
少
な
か

っ
た
こ
と
が
残
念
に
思
い

ま
し
た
。

最
後
に
恒
例
と
な
っ
て

い
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽

し
み
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

【
徳
丸
分
会

柄
澤
洋

子
】
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アスベスト関連資料の展示も行いました

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
獅
子
舞
。

賑
や
か
に
開
会

板
橋
区
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
原
告
か
ら
も
報
告

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
に

女性の会新年会女性の会新年会

好
評
だ
っ
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

積
み
ゲ
ー
ム

講師は、じん
肺・アスベス
トセンターの
永倉冬史さん

良
い
研
修
の
機
会
に

被災した市街地が再現されています

そなエリア

避難時の防災グッズなどを展示
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ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会
開
催

ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会
開
催

防災体験・学習
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組
合
で
は
「
納
税
者
の
立

場
」
で
確
定
申
告
の
相
談
・

申
告
書
の
記
入
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
保
険
制
度
の

一
部
負
担
割
合
や
高
額
療
養

費
の
負
担
限
度
額
、
介
護
保

険
の
利
用
者
負
担
や
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
、
都
営
な
ど
公
営

住
宅
の
入
居
基
準
や
家
賃
決

定
、保
育
園
の
利
用
料
な
ど
、

多
く
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
所

得
階
層
別
で
内
容
が
変
わ
る

た
め
、
確
定
申
告
を
し
な
い

と
、
本
来
な
ら
受
け
ら
れ
る

公
的
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
低

所
得
の
た
め
確
定
申
告
の
必

要
が
な
く
て
も
、
「
ゼ
ロ
申

告
（
＝
所
得
・
税
額
計
算
を

し
て
所
得
控
除
後
の
金
額
を

ゼ
ロ
と
し
て
確
定
申
告
す
る

こ
と
）」を
お
勧
め
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
組
合

に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
☎
03
―
3
9
6
3
―

5
3
2
5

個
別
相
談
に
の
り
な
が
ら
計

算
し
て
、
申
告
書
の
記
入
を

行
い
ま
す

※
必
ず
開
始
時
間
前
に
支

部
事
務
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
前
段
で
申
告
書
の
記
入
の

仕
方
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま

す
。
（
説
明
会
の
参
加
者
は

す
ぐ
に
個
別
記
入
を
行
い
ま

す
）
。
説
明
会
に
参
加
さ
れ

て
い
な
い
方
の
個
別
記
入
の

順
番
は
受
付
順
と
し
ま
す
。

申
告
書
は
当
日
点
検
し
て
そ

の
場
で
お
返
し
し
ま
す
。

◎
＝
（
税
）
第
一
経
理
の

税
理
士
ま
た
は
税
務
ス
タ
ッ

フ
参
加
予
定
日

△
＝
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

※
電
話
予
約
の
う
え
、
集
合

時
間
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。

遅
れ
た
時
は
次
の
回
に
ま
わ

っ
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま

す
。

※
記
入
会
の
日

程
以
外
は
通
常

業
務
の
た
め
個

別
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
持
ち
物

前

年
・
前
々
年
分

の
確
定
申
告
書

（
控
）
、
税
務

署
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
今
回
分

の
確
定
申
告

書
、
所
得
計
算

書
、
生
命
保
険

料
等
の
控
除
証

明
書
、
医
療
費

の
領
収
書
と
郵
便
通
帳
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
に
必
要
な
書

類
、
電
卓
、
筆
記
用
具
、
印

鑑
な
ど
。

【
費

用
】
資
料
代
5
0
0

円
＋
特
別
税
対
部
費
（
年
金

収
入
中
心
5
0
0
円
、
白
色

2
、
0
0
0
円
、
青
色
3
、

0
0
0
円
、
消
費
税
・
譲
渡

・
不
動
産
所
得
等
3
、
0
0

0
円
）

東京土建各支部の参加者

1
月
29
日
、
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル

で
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
、
東
京

春
闘
共
闘
会
議
主
催
の
2
0
2
0

国
民
春
闘
勝
利
！
総
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

決
起
集
会
に
は
約
8
0
0
人
が

参
加
。
板
橋
支
部
か
ら
は
山
本
書

記
長
は
じ
め
18
人
が
参
加
し
ま
し

た
。主

催
者
あ
い
さ
つ
で
東
京
春
闘

共
闘
会
議
の
荻
原
淳
代
表
は
、「
こ

の
20
年
、
賃
金
が
改
善
せ
ず
、
3

回
も
の
消
費
税
増
税
の
一
方
、
大

企
業
は
莫
大
な
内
部
留
保
を
た
め

込
ん
で
い
る
。
今
こ
そ
団
結
し
、

職
場
と
地
域
か
ら
た
た
か
お
う
」

と
奮
闘
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

福
祉
保
育
労
、
生
協
労
連
、
出

版
労
連
、
国
交
労
連
、
東
京
医
労

連
、
東
京
地
評
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
、

女
性
部
・
女
性
セ
ン
タ
ー
の
仲
間

が
現
場
か
ら
の
実
態
を
報
告
、
東

京
土
建
は
「
ゼ
ネ
コ
ン
や
住
宅
メ

ー
カ
ー
の
も
う
け
を
賃
金
・
単
価

に
還
元
さ
せ
て
い
く
」
と
決
意
表

明
を
行
い
ま
し
た
。

「
実
現
し
よ
う
大
幅
賃
上
げ
、

消
費
税
減
税
、
許
す
な
安
倍
9
条

改
憲
な
ど
を
掲
げ
、
職
場
と
地
域

で
共
同
を
広
げ
、
未
来
を
切
り
開

く
20
国
民
春
闘
を
全
力
で
た
た
か

い
ま
し
ょ
う
」
と
の
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
ま
し
た
。行
動
提
起
、

閉
会
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
参
加

者
全
員
で
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

を
唱
和
し
ま
し
た
。

板
橋
支
部
書
記
次
長
の
小

林
宙
（
ひ
ろ
し
）
さ
ん
（
徳

丸
分
会
）
が
令
和
元
年
度
の

「
安
全
優
良
職
長
厚
生
労
働

大
臣
顕
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

1
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た

厚
生
労
働
省
の
式
典
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
高
い
安
全

意
識
を
持
っ
て
適
切
な
安
全

指
導
を
実
践
し
て
き
た
優
秀

な
職
長
が
対
象
で
、
実
務
経

験
が
10
年
以
上
あ
り
、
職
長

と
し
て
担
当
し
た
現
場
で
過

去
5
年
以
上
休
業
4
日
以
上

の
労
働
災
害
が
発
生
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど
が
条
件
で

す
。
今
回
で
22
回
目
と
な
り

全
国
で
1
2
2
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
受
賞
の
感
想

を
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま

す
。「

高
校
卒
業
後
、
ボ
ー
ド

工
と
し
て
27
年
間
、
私
も
一

緒
に
働
く
仲
間
も
大
き
な
事

故
や
け
が
も
な
く
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境

で
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
家
族

や
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
関

わ
っ
た
す
べ
て
の
仲
間
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
度
の
顕
彰
は
技
能

だ
け
で
な
く
安
全
と
い
う
、

で
き
て
い
て
当
然
で
目
に
見

え
な
い
�
安
全
�
。
そ
こ
を

評
価
し
て
も
ら
え
た
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」。

ま
た
、
受
賞
を
励
み
に
今

後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

「
工
期
の
少
な
さ
や
賃
金

・
単
価
の
問
題
は
簡
単
に
は

改
善
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
も
現
場
で
働
く
み
ん
な

が
快
適
で
安
全
に
仕
事
が
で

き
る
現
場
環
境
を
作
れ
る
よ

う
、
日
々
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
。

【
徳
丸
分
会

野
崎
寿
江
】

表彰状を手にする小林さん

墜落および転落による災害防止をより促進するため
に、一定の作業においてはフルハーネス型の安全帯を使
用しなければならなくなりました。あわせて特別教育の
受講も義務付けられました。
仲間の要望に応えて板橋支部会館でフルハーネス型安

全帯使用作業特別教育を開催します。
【日時】4月19日（日）午前9時～午後4時30分
【場所】東京土建板橋支部会館
【受講資格】18歳以上の東京土建の組合員
【受講料】8，000円
【申込期間】4月7日まで
申し込み・問い合わせは☎03-3962-5325

3/6
（金）

〇

〇

△

3/5
（木）

〇

〇

3/2
（月）

○

○

3/1
（日）

○

〇

2/28
（金）

◎

◎

〇

開始時間

①午前10:00

②午後1 :30

③夜7 :30

税
金
相
談
は
組
合
で

確定申告記入会確定申告記入会

厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
受
賞

安
全
優
良
職
長
に

小
林

宙
さ
ん

フルハーネス型安全帯
使用作業特別教育

板橋支部会館で開催 受講は義務化

ゼネコン・住宅メーカーの
もうけを還元させて

春闘共闘総決起集会
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今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ

ラ
ー
に
「
い
た
だ
き
ま
す
」

「
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
」

で
有
名
な
安
武
信
吾
さ
ん
。

保
育
園
を
経
営
さ
れ
て
い
る

井
上
亘
さ
ん
。
子
ど
も
主
体

の
料
理
教
室
を
通
し
て
食
育

活
動
を
さ
れ
て
い
る
加
藤
弥

栄
子
さ
ん
。
そ
う
そ
う
た
る

メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
私
は
農

業
者
の
代
表
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
参
加
者
は
農
業
関
係

者
と
消
費
者
が
約
半
々
。
関

心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
パ
ネ
ラ
ー
の
み
な
さ
ん

か
ら
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

本
物
の
味
を
経
験
す
る
こ

と
、
自
分
で
食
べ
る
も
の
を

作
っ
て
み
る
体
験
を
す
る
こ

と
、
そ
れ
を
大
人
が
怖
が
ら

ず
応
援
し
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
お
話
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

私
は
「
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
」
の
活
動
を
通
し
て

の
消
費
者
の
み
な
さ
ん
や
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
有
機

農
産
物
の
生
産
な
ど
に
つ
い

て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

会
場
か
ら
は
「
保
育
園
や

学
校
の
給
食
に
有
機
農
産
物

を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
」「
欲

し
く
て
も
買
え
る
と
こ
ろ
が

少
な
い
の
で
増
や
す
取
り
組

み
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
望
も
出
さ
れ
、
時
間
が
足

り
な
い
ほ
ど
盛
り
上
が
っ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
り
ま
し

た
。広

報
交
流
委
員
会
委
員
長

渡
沢
寿

1
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
に
ご
応
募
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

正
解
を
し
た
方
の
名
前
を

掲
載
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に

は
5
0
0
円
の
図
書
カ
ー
ド

を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。正

解
は
「
ネ
ン
ガ
ジ
ョ

ウ
」
。

正
解
を
さ
れ
た
方
は
、
次

の
み
な
さ
ん
で
す
。
（
敬
称

略
）竹

村
袈
裟
一
（
大
山
）
、

増
田
勝
栄
（
大
谷
口
北
）
、

増
田
玲
子
（
大
谷
口
北
）
、

増
田
千
草（
大
谷
口
北
）、
、

吉
原
昌
治
（
大
谷
口
北
）
、

吉
原
し
げ
（
大
谷
口
北
）
、

矢
澤
正
人
（
大
谷
口
北
）
、

矢
澤
志
津
子（
大
谷
口
北
）、

内
川
三
枝
子（
大
谷
口
北
）、

秋
田
唯
一
（
氷
川
）
、
秋
田

珠
美
（
氷
川
）
、
内
藤
徳
夫

（
若
木
）
、
遠
藤
春
彦
（
志

村
坂
上
）
、
金
井
設
男
（
前

野
中
台
）
、
金
井
雅
子
（
前

野
中
台
）
、
角
田
輝
義
（
舟

渡
高
島
）
、
此
上
秀
輝
（
舟

渡
高
島
）
、
宮
澤
卓
志
（
徳

丸
）
、
田
中
弘
志
（
事
業
所
）

○
と
び

常
用
・
社
員
3
人

以
上
／
㈱
一
流
／
伊
地
知
敦

志
・
志
村
坂
上
分
会
☎
03
―

6
3
1
8
―
7
8
2
8
／
経

験
不
問

○
駐
車
場
施
工
ス
タ
ッ
フ

社
員
・
3
人
以
上
／
㈱
ア
イ

エ
ス
デ
ィ
ー
／
池
田
徳
幸
・

舟
渡
高
島
分
会
☎
03
―
3
9

3
4
―
3
1
4
0
／
要
普
免

・
見
習
い
可

○
防
水
工

社
員
・
2
〜
3

人
／
㈱
高
清
／
高
橋
賢
一
・

事
業
所
分
会
☎
03
―
6
7
5

1
―
5
6
5
0
／
経
験
不
問

○
エ
ア
コ
ン
取
付
・
電
気
工

事

社
員
・
2
〜
3
人
／
㈱

イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ク
ス
／
小
山

直
延
・
徳
丸
分
会
☎
0
8
0

―
5
0
4
2
―
5
2
3
0
／

経
験
者
・
要
普
免

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

03
―
3
9
6
3
―
5
3
2
5

ま
で
。

イキイキ会総会と
春のつどい

〔とき〕 3月7日（土）
午前11時～

〔ところ〕支部会館
春のつどい参加費 1000円

女性の会総会
〔とき〕3月14日（土）

午前11時～
〔ところ〕支部会館

ＰＡＬ（パル）総会
〔とき〕3月22日（日）

午後1時～
〔ところ〕支部会館

2020年3月15日（日）
【実施場所】下赤塚診療所（定員60名）
【申込締切】3月6日（金）

2020年3月29日（日）
【実施場所】小豆沢病院（定員100名）
【申込締切】3月19日（木）

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。
◇平日の健診もご利用ください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。
問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL03-3963-5325

日 程 表
2月

機関会議など

3月
機関会議など

中執
書記局会議 四役
常任
執行委員会
代議員会議

書記局会議2時～

分会長会議・共済審査

組合活動

本部報告

組合活動

イキイキ会総会

発送

3．13重税反対行動
女性の会総会

納入日

ＰＡＬ総会

本部報告

日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

23
24
25
26
27
28
29

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

⑧
前立腺がん

1，000円
50歳以上の土
建国保加入者
無料

⑦
大腸がん

1，000円
40歳以上の土
建国保加入者
基本に含む

⑥
有機溶剤

（ｷｼﾚﾝ・ﾄﾙｴﾝ・
ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ選
択）

1，000円

⑤
じん肺

（法令様式で結
果が必要な方）

1，000円

④
骨粗鬆症

（30歳以上の女
性のみ）

2，000円

③
胃がん

（バリウム）

3，000円
50歳以上の土
建国保加入者
無料

②
胃がん

（カメラ）

8，000円
50歳以上の土
建国保加入者
3000円

①
基本健診

無料

項目

費用

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
正
解
者

山
形
県
有
機
農
業

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

日曜健康診断のご案内

訪
問
行
動
日
2
日
間本部大会

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


